
 
＜ＳＵＮＲＩＳＥ＝太陽が昇る「日の出」と、三中（ＳＵＮ）の雰囲気がよりよく上がって（ＲＩＳＥ）いくようにとの思いを込めて・・・＞ 

堺市立三国丘中学校 生徒指導通信   生徒指導部発行 Ｎｏ．６  ２０２５．５．７ 

 

 

 どんなゴールデンウィークを過ごしましたか？部活動に励んだ人も多かったのではないでしょうか。そん

な人は、通常の学校生活よりも朝の活動時間が早く、大変だったでしょう。その分、生活習慣の乱れはなく、

スムーズに通常のリズムに入っていけるでしょう。心配なのはそれ以外の人。長い休みに入ると、必ず生活

習慣を乱し、「朝ギリギリ」「完全に遅刻」「授業中の居眠り」が目立ちます。大人であっても休み明けは気

を引き締めないと、だらしなくなってしまいます。「休み明けで気持ちが乗らないから、これぐらいでいい

やろう」では時間がかかります。大切な時間を有意義に使ってほしいと思います。 

 この GW 中、特に大きな事故や問題は聞いていません。三中生の自覚を持って過ごしてくれたから？でし

ょう。これからも責任ある行動に期待しています。 

 

 

 

３年生の修学旅行、１年生の校外学習が迫ってきました。新しいクラスでの行事を楽しみにしている人が

多いことでしょう。存分に楽しみ、良い思い出を作ってきてほしいと思います。とは言え、校外学習は単な

る娯楽や息抜きではありません。英語の文法や数学の方程式と同等の重要な教育活動の一つです。学校を離

れて、いつもと違う環境で、集団での「学び」を得ることが校外学習の目的なのです。ですから単に学校の

友達と東北や東京に行って遊ぶつもりでは校外学習の学びをしていることにはなりません。 

 では校外学習やその移動中で学ぶことは何でしょうか？その一つに公共の場での振る舞いがあります。電

車やバスの車内は様々な目的をもった多くの人々が、たまたま居合わせた 

空間にすぎません。日常のどの場面よりもストレスが生じる仕掛けが満載 

なのです。そこに校庭や教室で元気に走り回ったりおしゃべりをしている 

君たちが、その日常を持ち込むと……場違いな振る舞いをする常識知らず 

と思われてしまいますね。つまり校外学習ではＴＰＯ≪Ｔｉｍｅ（時）・ 

Ｐｌａｃｅ（場所）・Ｏｃｃａｓｉｏｎ（場合）≫に応じた行動を学ぶのです。 

「常識知らずな集団」とならないよう自分たちの振る舞いを考えて行動する 

ことを期待しています。 

 

 

 

 日本には数々の世界一があります。「最も親切な国」や「行ってみて良かった都市（東京）」、「痛くない注

射針」、「人口を考慮した自動販売機の数」、「世界で最も売れたゲーム」など多岐にわたります。その数々の

世界一のひとつに「航空会社の定時到着率」というものがあります。日本は「時間を守る」ということにつ

いて特に高い評価を受けています。 

 さて、最近８時２５分の予鈴に遅れてくる人が増えています。遅れているにもかかわらず急がない人もい

ます。中には「予鈴なんやからいいやん」という人も…。どう思いますか？時間を守ることは、約束を守る

ということであり、人からの信頼を得る第一歩です。同時に人の時間を奪う行為でもあります。時間を守る

というのは、中学生のうちに身につけておいてほしい感覚のひとつです。毎日少し早く家を出るだけで、こ

の感覚は磨かれます。明日から早速意識してみてください。 

 


